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研究成果の概要（和文）：看護職の遠隔学習の機会は増加したものの，看護職の中には遠隔での学習に対する適
応が困難であり，進捗が滞る，もしくは，学習を止めてしまうこともある．そこで，本研究では遠隔学習を実施
する看護職の学習傾向を分析した上で，学習に必要なコンピテンシーを涵養するためのトレーニングコースを，
デザイン研究のプロセスに沿って開発した．その結果，トレーニングコースを受講した看護職の遠隔学習でのド
ロップアウト率が低下し，また，オンライン学習に必要な情報通信技術を活用するリテラシーの向上，学習計画
の立案と修正に関する能力の向上が見られたことが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：Although distance learning opportunities for nurses have increased, some 
nurses have difficulty adapting to distance learning, and their progress may be delayed or they may 
stop learning. Therefore, in this study, we analyzed the learning tendencies of nurses who conduct 
distance learning, and developed a training course to cultivate the competencies necessary for 
learning, following the process of design research. The results showed that the dropout rate of 
distance learning decreased among nurses who took the training course, and that their literacy in 
using information and communication technology for online learning and their ability to plan and 
revise their learning plans improved.

研究分野： 遠隔学習，学習支援
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，看護教育に加えて，教育工学や情報工学の観点からプログラム開発を行った点で独自性がある．構
築した学習支援プログラムは，当初予定していた看護職の復職支援，地域・へき地医療や在宅医療に寄与する看
護職への学習支援になるだけでなく，新型コロナウィルス感染症の影響を受けて拡大した看護職の遠隔学習に対
するニーズに合っていた．また，看護職だけでなく同様の状況が推察される他の医療職への適応も可能である．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
看護職の専門職としての能力向上は，医療の高度化や多様化，医療現場の超急性期化や在宅移

行など昨今の医療問題に対応可能な人材を育成する上で重要な目標である．このような変化に
対して，看護職の継続教育の一環として特定行為研修が開始しただけでなく，復職支援や地域・
へき地・在宅医療の人材育成が実施されている．看護基礎教育でもカリキュラム改訂が行われる
など，時代の趨勢に合わせた人材育成を促進する動きがみられる． 
看護職の学習内容は多様で専門性が高く，学習量も多い．また，業務の多忙さや不規則さも考慮
した学習設計が求められる．このような状況に対して，情報通信技術（以下，ICT）を用いる遠
隔学習が 2000 年代より用いられてきた．しかし，遠隔学習の成功には ICT を活用する力，学習
管理能力や協調学習する力が必要であり（Beaudoin, et al., 2013），遠隔学習に対する看護師の
ICT リテラシーなどの準備性，学習の自己調整力に関しては課題が指摘されている（八木ら，
2018）．加えて，現在実施されている看護職に対する遠隔学習では，「資料を読む」「動画を視聴
する」という教材提供の機能にとどまっており，学習の自律性を養う学習者参加型の協働学習を
促進する設計が含まれていないことが多い．今後看護職の遠隔学習を効果的かつ効率よく促進
するためには，多様な教育背景をもつ看護職に適した遠隔学習導入期・維持期の支援内容を整理
し，高い自律性や学習管理能力の獲得状況を評価する必要がある． 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，看護職の遠隔学習支援プログラムを構築し，運用および評価を行うことであ

る． 
 
３．研究の方法 
本研究は 3工程で実施した． 

(1)看護職の遠隔学習上の課題の把握 
本邦で遠隔学習を主体として教育を提供する教育・医療機関にて遠隔学習を実施する看護職

を対象に，対象者属性，Park and Choi（2009）の提示した因子と，看護職の継続教育でドロッ
プアウトに関わるとされる因子（White et al., 1998）に共通し項目について調査した．自己調
整学習能力の評価に関しては，石川・向後（2017）の尺度を用いて調査した．遠隔学習実施時の
ログイン回数，学習期間の延長やドロップアウトの有無も調査した． 
 
(2)遠隔学習支援プログラム案の作成とエキスパートレビュー 
看護職の遠隔学習上の課題を把握した後，その結果を反映させて遠隔学習支援プログラムを

作成した．内容妥当性を確認するため，看護教育，教育工学，情報工学の専門家によるエキスパ
ートレビューを実施した． 
 
(3)遠隔学習支援プログラムの運用と評価 
本邦および米国の教育・医療機関にて遠隔学習を実施する看護職を対象に，作成した遠隔学習

支援プログラムを運用し，その効果と改善点を分析した． 
 
４．研究成果 
(1)看護職の遠隔学習上の課題の把握 
①遠隔学習の遅延やドロップアウトに関わる因子 

遠隔学習の遅延やドロップアウトに関わる因子は，「家族の支援」と「職場の協力」であっ
た． 

②看護職の自己調整学習能力の特徴 
看護職の自己調整学習能力の特徴として，看護職以外の遠隔学習者と比較し「大学の友人に
たずねる」傾向があり，反対に「学習計画を立てる」傾向が低かった（表 1）．また，「学習
方法を振り返る」傾向がある学習者の方が学習期間の延長が少ない傾向があることが明ら
かになった． 
 
表 1．自己調整学習尺度の傾向の比較 

 
③ログイン回数の分析 

遠隔学習開始 1 ヶ月目のログイン回数が少ない学習者は学習期間の延長やドロップアウト
が多かった．その他に，日中と 22時から 0時の就寝前にログイン回数が多い学習者も学習



期間を延長する率が少なかった． 
 以上の結果を踏まえて，遠隔学習内でも学習者間で意見交換やアドバイスを実施できる
仕組みを遠隔学習支援プログラムに取り入れるとともに，遠隔学習開始 1 ヶ月間の集中的
な支援を実施するデザインを用いることとした．同時に，学習者へのプライベートな配慮を
行うために相談できる窓口を設け，職場からの支援が得られるように組織的に対応する管
理体制を構築した． 

(2)遠隔学習支援プログラム案の作成 
上記の結果を踏まえて作成した学習支援方法のモデルを図 1 に示す．学習者間の意見交換を

促進するための「フォーラムの活用促進」，学習者の内省やプライベートな配慮を促進するため
の「内省的作文の作成」「フィードバック」「メンタリング」を含んだモデルとした．また，看護
職の課題でもある「学習計画」に関しては，学習計画を立案し，実際の進捗と比較ができるシス
テムを開発し運用した．その上で，遠隔学習で利用する機能への慣れを促進するために，反復演
習的に機能を繰り返し利用するような設計にした．学習者自身および学習者全体の学習傾向は
いつでも確認できるように，Configurable Reports プラグインを用いてアンケート結果を可視
化して表示できるようにした（図 2，図 3）． 
  

図 1 看護職への遠隔学習における学習支援方法のモデル案 
 

図 2  Configurable Reports プラグインを用いた学習傾向の確認画面 



 

図 3 学習者全体の学習傾向の確認画面（一部） 
 
(3)遠隔学習支援プログラムの運用と評価 
運用の結果，学習者の学習期間の延長やドロップアウト率は低下した．また，学習者の学習計

画立案率，学習計画遂行度，学習計画再立案率が向上したことにより，自己調整学習能力が発展
したことが示唆された．また，看護職の遠隔学習に必要な学習支援として，他の社会人の学習支
援に必要な，ICT，学習管理システム（以下，LMS）等の利用に対する学習支援，オンライン上の
双方向性のあるコミュニケーション能力は同様に重要な役割を果たし，特に，学習を管理し，計
画的に遂行する能力を獲得するための支援に注力することが必要であることが示唆された． 
本研究のまとめとして，看護職の遠隔学習における学習支援方法として，以下の 6項目を提案す
る． 
① 学習支援プログラムなどを利用しパソコンやの利用に関する練習の機会を提供する．特に，

課題提出に関してトラブルが多い場合は，複数回練習する機会を提供する． 
② LMS 内のフォーラム機能を活用し学習者間，学習者-教員間のコミュニケーションが可能な

設計をすることを看護職の自己調整学習方略の傾向の特徴から推奨する． 
③ 学習計画を立案する機会を設ける． 
④ 学習計画や学習遂行状況を振り返る内省の機会として内省的作文を活用する． 
⑤ 内省的作文にフィードバックを与える．フィードバックを与える場合には，基準をもとに作

成した定型文フィードバックでも一定の効果が得られる． 
⑥ ログイン回数に関しては，遠隔学習開始時からモニタリングを行う．ログイン件数が少ない

場合には学習期間の延長に影響する可能性があるので，学習者に適宜介入する．最終学歴，
同居者の有無も早期にモニタリングを行う． 
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